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流域及び氾濫域の概要 小矢部川水系

■流域の年平均降水量は、平野部で約２，４００mm、山地部で約３，１００mmと多く、全国平均を大きく上回る
■下流部においては、庄川によって形成された扇状地の西側扇端付近に沿って蛇行しながら流下
■河床勾配は、上流部で約１／１００、下流部で約１／１，０００の緩流河川

特徴と課題

流域面積(集水面積) ： ６６７km2

幹川流路延長 ： ６８km
流域内人口 ： 約３０万人
想定氾濫区域面積 ： １40km2

想定氾濫区域内人口 ： 約１５万人
想定氾濫区域内資産額 ： 約２兆７，０００億円
主な市町村 ：高岡市、砺波市、小矢部市、南砺市

射水市

流域及び氾濫域の諸元 地形特性

■下流部
・流路の大半が平野部を流れているため、下流部の河床勾配は約1/1,000
と富山県内では比較的緩やか
・下流域は庄川により形成された扇状地の扇端付近に沿って大きく蛇行しな
がら流下

■上流部

・源流付近の地形は急峻で河床勾配は約1/100と急勾配

・太美山層群や岩稲累層群など硬い岩石で構成され険しい峡谷や河岸段丘を形成
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高岡市(パルプ等全国出荷額 ：10位)

砺波市(電子部品等全国出荷額：12位)

南砺市(木製製品等全国出荷額： 5位）

経済産業省「H16工業統計調査」より

土地利用と主な産業

・年平均降水量は約2,400～3,100mmと多
く全国でも有数の多雨多雪地帯

降雨特性
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主な洪水とこれまでの治水対策 小矢部川水系

主な洪水

■明治３３年に庄川との分離工事に着手し、大正元年完成

■これまで、堤防の拡幅、河床掘削を進めるとともに、家屋密集地帯における大規模な引堤により流下能力の向上を図る

昭和２８年９月洪水（台風１３号）

・昭和28年9月洪水では、堤防が決壊し、甚大な被害が発生
・近年においても度重なる計画流量相当の洪水により、多数の被害が発生

小矢部市津沢地先（清水橋）

三日市床固工（昭和33年～昭和35年）
・河床低下対策として床固工を実施

平成10年９月洪水（台風7号）

長江地区堤防強化（平成17年～）
・堤防断面不足解消

■明治16年(1883)内務省低水工事に着手
■明治33年(1900)～大正元年（1912)小矢部川・庄川の分離

工事により単独水系となる

■昭和9年(1934)改修工事に着手

計画高水流量 1,100m3/s[津沢地点]

■昭和28年(1953)9月洪水(台風13号) 〔既往最大〕

津沢地点流量 1,300m3/s（推定）

流域内支川等34箇所で堤防の決壊・越水

死者6名、行方不明2名、負傷者6名

流失家屋５戸、建物損壊224戸、床上浸水3,474戸

床下浸水5,712戸、浸水面積3,800ha

■昭和30年(1955)計画流量改定

計画高水流量 1,300m3/s [津沢地点]
■昭和38年(1963)6月洪水(台風2号)
津沢地点流量 410m3/s
長江地点流量1,160m3/s
津沢上流の左右岸数箇所で堤防の一部欠損
死者2名、負傷者2名、橋梁破損流出5箇所
半壊家屋1戸、床上浸水111戸
床下浸水983戸、浸水面積4,900ha

■昭和39年(1964)7月洪水(梅雨前線)
津沢地点流量 1,210m3/s 支川堤防欠損
全壊・流出家屋2戸、半壊・床上浸水1,859戸
床下浸水4,411戸、浸水面積4,200ha

■昭和42年(1967)一級河川に指定

■昭和43年(1968)工事実施基本計画策定

計画高水流量 1,300m3/s [津沢地点]
■昭和54年(1979)直轄管理区間延伸
小矢部川：河口～35.4km

■昭和63年(1988)工事実施基本計画改定

基準地点：津沢

基本高水のﾋﾟｰｸ流量 1,300m3/s

計画高水流量 1,300m3/s
■平成2年(1990)9月洪水(台風１９号)
津沢地点流量 1,190m3/s
床下浸水29戸、浸水面積96ha

■平成10年(1998)9月洪水(台風７号)
津沢地点流量 1,210m3/s
住宅半壊1戸、床上浸水52戸
床下浸水674戸、浸水面積267ha

津沢改修(昭和57～平成5年)
小矢部大堰建設（昭和52年～昭和58年）

・河積確保のため築堤及び引堤を実施
(54戸が移転)
あわせて老朽化した中部合口堰を改築
（小矢部大堰の建設）

引堤後

主な洪水と治水計画

これまでの治水対策

引堤前

完成堤防完成堤防
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未完成堤防未完成堤防
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小矢部川・庄川分離工事
（明治33年～大正元年）
・洪水防御と河口における
舟運の確保を目的として
両川の分離工事を実施
・小矢部川河口（伏木港）
への影響を軽減

石動地区改修（昭和29年～昭和44年）
・河積確保のため大規模な引堤（約70ｍ）
を実施(左右岸で130戸が移転)

引堤約70ｍ

三日市地区堤防強化（平成19年～）
・堤防断面不足解消

特殊堤

石動地区引堤後の状況

高岡市江尻地先浸水状況
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基本高水のピーク流量の検討（１） 小矢部川水系

工事実施基本計画（Ｓ６３）の概要

■流域の重要度および流域の規模等を考慮し治水安全度を設定

■昭和28年9月洪水以降、計画規模相当の洪水が頻発

■工事実施基本計画では、基本高水のピーク流量を単位図法により算出。今回は貯留関数法により算出した基本高水流量を様々な方法で検証

計画流量配分図

津 沢基 準 地 点 ：

１，３００m3/s

１，３００m3/s

実績（２５０㎜/日）

実績（S28.9洪水）

計 画 高 水 流 量 ：

基本高水のピーク流量：

計 画 降 雨 量 ：

計 画 規 模 ：
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年最大雨量及び年最大流量の経年変化

基準地点津沢 年最大日雨量データ

基準地点津沢 年最大流量データ

・既定計画改定後も計画規模相当の洪水が発生
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既定計画基本高水のピーク流量：1,300m3/s

工事実施基本計画

改定　S63

工事実施基本計画

策定　S43

※年最大流量は、ダム戻し流量

基本高水の
ピーク流量
1,300m3/s

基本高水の
ピーク流量の見直し

■小矢部川流域の重要度
及び流域規模（想定氾濫
区域内面積、人口、資産
額等）の状況を勘案し、治
水安定度を1/100とする

■富山県西部の中核都市
である高岡市を貫流して
いる

■基本高水流量に迫る洪
水が昭和28年以降７回
発生している

■確率的にこれより大きな
洪水発生の可能性がある
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既定計画降雨量　２５０㎜/日

工事実施基本計画改定　S63工事実施基本計画策定　S43

■工事実施基本計画
では、基本高水の
ピーク流量を単位図
法により算定

雨量データによる確率からの検討

①降雨継続時間の設定
洪水の到達時間や洪水のピーク流量と短時間雨量との相関関係などから降雨継
続時間を12時間と設定
②降雨量の設定
12時間雨量：昭和28年～平成16年（52ヶ年)を統計処理し、一般的に用いられて

いる確率分布モデルの平均値205㎜を採用
③基本高水のピーク流量の算出
主要な実績降雨群を1/100確率降雨まで引き伸ばし、貯留関数法により洪水のピ
ーク流量を算出

１／１００確率雨量の設定

１２時間雨量による検討結果

■昭和28年～平成16年(52ヶ年)の降雨継続時間雨量を統計処理し、一般的に
用いられている確率分布モデルの平均値205㎜を採用

1,000H16.10.21

1,250H 2. 9.20

1,300S45. 6.15

1,600S40. 9.18

1,050S28. 9.26

津沢地点ﾋﾟｰｸ流量
(m3/s)

計画降雨量(12ｈ)
洪 水 名

３

193 222
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(S49.7流域状態、
S28.9降雨)

モデル降雨波形

基本高水の
ピーク流量

1,600m3/s

既定計画の
基本高水の
ピーク流量

1,300m3/s

基本高水のピーク流量の検討（２） 小矢部川水系

■計画降雨量を設定し、基本高水のピーク流量を算出。流量データによる確率からの検証及び、既往洪水による検証等により、河川整備基本方針における基本

高水のピーク流量は、基準地点津沢で１，６００m3/sとする

■様々な手法による
検討の結果につい
て総合的に判断し、
基本高水のピーク
流量は、津沢地点
で1,600m3/sとする

1/100確率モデル降雨波形による検証

■1/100確率規模(1～25時間)の
モデル降雨波形による洪水流量
を算出した結果、津沢地点流量は
1,200～2,050m3/sと推定
■（実績の波形について、1～25時
間の全ての降雨継続時間におい
て、1/100確率規模となるよう降
雨波形を作成し流出計算を実施)

計画規模１/１００　津沢地点（昭和40年9月型)
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ハイドログラフ

■基本高水のピーク流量の
算定に用いたハイドログラフ
（昭和40年9月洪水型）

(S40.9型の例) 実 績12時間降雨149.5㎜
モデル12時間降雨205.0㎜

４

津沢（S40.9型)
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基本高水のピーク流量の設定

基本高水ピーク流量 1,600m3/s

・津沢地点における1/100規模の確率
流量は、1,300～2,050m3/s（S32～
H16の48年間）と推定

流量データによる確率からの検証

2,050対数正規分布 Ｌ積率法
(LN2LM)

1,450対数正規分布 PWM
(LN3PM)

1,450対数正規分布 石原・高瀬法
(IshiTaka)

1,700対数正規分布 岩井法
(Iwai)

1,550一般化極値分布 Ｌ積率法
(Gev)

1,600グンベル分布 Ｌ積率法
(Gumbel)

2,040

1,500

1,500

1,300

2,100

1,850

1/100流量

対数正規分布 PWM
(LN2PM)

対数正規分布 ｸｵﾝﾀｲﾙ法
(LN3Q)

平方根指数型最大値分布 最尤法
(SQRTET)

指数分布 Ｌ積率法
(EXP)

対数ﾋﾟｱｿﾝⅢ型分布 原標本
(LP3Rs)

対数ﾋﾟｱｿﾝⅢ型分布 積率法
(LogP3)

確率分布モデル

1,300 2,050

※網掛け、適合度のよい手法（SLSC<0.04）
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湿潤状態流量

約1,650m3/s

９月２５日９月２４日 ９月２６日

■昭和49年7月洪水の湿潤状態で、
昭和28年9月洪水の降雨があった
場合、津沢地点で約1,650m3/sと
推定

（津沢地点、昭和28年９月洪水）既往洪水による検証



治水対策の考え方 小矢部川水系

■流域内の既設ダムにより基準地点津沢において300m3/sを調整
■基本高水のピーク流量と既設ダムでの調節量との差分の1,300m3/sを津沢地点における計画高水流量とする
■堤防断面が不足の箇所での弱小堤対策、洪水時に発生する深掘れ等に対する水衝部対策を実施

治水対策の基本的考え方

流下能力の確保

（計画高水流量）
・既設ダムにより３００m3/sを調節
・津沢地点では、基本高水のピー
ク流量と既設ダムでの調節量と
の差分の１,３００m3/sとする
・断面不足となっている箇所におい
ては築堤を実施
・流下能力が不足している箇所に
おいては、河道掘削及び樹木伐
開により対応
・河道掘削にあたっては、河道特
性を踏まえ、河道の安定・維持、
洪水時の河床変動等を監視・把
握しながら計画的に実施

（河道改修が必要な区間）
4～6㎞,8～9㎞,23～24㎞
32～35㎞

長
江
●

計画高水流量配分図（案）

日
本
海

↑
子
撫
川

←1,950

石
動
●

津
沢
■

単位：m3/s
■基準地点
●主要地点

←1,300←1,550

↑
渋
江
川

H.W.L 99.67

治水対策

・大規模な引堤は社会的影響が大きく、基本的に現状河
道内で掘削を実施
・河道内樹木は、基本的には伐開するものとし、治水上支
障とならない範囲で適切に管理

３２.６k

大臣管理区間

津沢小学校

津沢基準地点

32.6k

掘削による河積の拡大

左岸 右岸

計画高水位 40.98

平水位 35.41樹木伐開による河積の拡大

・流域内の既設ダムにより
洪水調節を行う
基準地点津沢で
300m3/s調節

河
口
●

基本高水のピーク流量
1,600m3/s

３
５
０

３
５
０

新津沢大橋(県)

計画高水位 5.21

5.6k

平水位 0.57

掘削による河積の拡大
・蛇行が著しく、洪水時に
水衝部の深掘れが発生し
破堤の恐れがある箇所に
ついて、護岸工や水制工
（ベーン工等）による水衝
部対策を実施

ベーン工

・堤防断面が不足しており、
流下能力が小さく、災害の
危険性が高い状況にある
区間においては弱小堤対
策（腹付・嵩上等）を実施
し、治水安全度の向上を
図る

５５..０ｍ０ｍ

3.3.０ｍ０ｍ

1:2.0
1:2.0

1:2.0
1:2.0

南砺市清水地先施工状況（小矢部大堰上流）

刀利ダム

石動

子撫川合流点

渋江川合流点

津沢

長江
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HWL
H14平均河床高

H14最深河床高
長江1,950m3/s　石動1,550m3/s　津沢1,300m3/s

流下能力（水位縦断図）

HWL超過区間

HWL超過区間

HWL超過区間

高岡市街地

小矢部市街地

・河積不足
・樹木群による河積阻害

・河積不足

・河積不足

・沿川の洪水被害の軽減を
図るうえで、支川の改修と
調整し、合流点処理を実
施

合
又
川

小
矢
部
川

５

高岡市街地
（旧福岡町）

小矢部市街地
（津沢）

・河口部（港湾区域）では
港湾管理者と調整しなが
ら河道整備を実施



サイカチ：希少種サイカチ：希少種((県県))

自然環境 小矢部川水系

下流部の河川環境（河口～小矢部大堰）

【対応】
• 河口湿地帯及びヨシ帯の保全
• 除草時期などを配慮し、ウマノスズクサ群生地やマンセンカラマツ生
育環境の保全

• 河道掘削形状に配慮し、アユ、サケの産卵場となる瀬・淵を保全
• ワンドの形成や高水敷での植生繁茂、攪乱といった河川のダイナミッ
クな営みに配慮した河道改修

• 河道改変にあたっては、専門家の意見を踏まえながら環境モニタリン
グを実施し、その結果をフィードバック

• 湧水・河道跡を利用した小型魚、カエル、
トンボ類の生息環境の創出

• 河川敷におけるオオキンケイギクやセイ
タカアワダチソウなどの外来植物を種子
が出る前に駆除、オオカナダモなどの外
来沈水植物の定期的な駆除等の対策

(瀬と淵)

(蛇行区間)

マンセンカラマツ：危急種マンセンカラマツ：危急種((県県))

【課題】
• 治水上、一部区間について流下能力が不足しており河積の確保が必要。
河川改修にあたっては、特定種の生息・生育に配慮が必要

• 水際では、オオカナダモなどの外来沈水植物、河川敷では、オオキンケイギ
クやセイタカアワダチソウなどの外来植物が生息しており、その対策が必要

■上流部は、長瀞峡など風光明媚な河川景観を有している
■中流部は、瀬と淵が形成されており、生物の生息場となっている河畔林などが広がっている
■下流部は、河口湿地帯及びヨシ帯が広がり、河原にはマンセンカラマツ等が自生している
■全川的にオオキンケイギクやセイタカアワダチソウなどの外来植物が広く分布している

ウマノスズクサウマノスズクサ：希少種：希少種((県県))をを
食餌するジャコウアゲハの幼虫食餌するジャコウアゲハの幼虫

オオキンケイギク(特定外来植物)

ミクリ：ミクリ：準絶滅危惧準絶滅危惧

ﾅｶﾞｴミクリ：ﾅｶﾞｴミクリ：準絶滅危惧準絶滅危惧

中流部の河川環境（小矢部大堰～刀利ダム）

【対応】
• 生物の陸域と水域の連続性に配慮し、植生を考慮した護岸によ
る河川改修

• 関係機関と調整・連携を図り、落差を解消し生息環境の連続性
を確保

【現状】
• 瀬と淵が形成され、アユ、ウグイ、フナ、オイカワ等が生息
• アオサギ、シラサギなどのサギ類やセキレイ類が確認され、冬期には
カモ類が飛来

ウグイウグイ

上流部の河川環境（刀利ダム～源流）

【現状】
• 源流から刀利ダムまでの上流部は山間渓谷地であり、河床勾配約
1/100の急峻な地形

• ﾐズナラ-イタヤカエデ林、ブナ-ミズナラ林の落葉広葉樹林が大勢を
占め、渓流にはウグイ、カジカ等の魚類が多く生息

• 山間地特有の風光明媚な景観を有しており、長瀞峡の峡谷では、変
わった形の岩がそそり立ち、水墨画のような風景が形成

不動滝不動滝

【対応】
• 自然豊かな河川環境と山間渓
流の渓谷美など現状の河川景
観を保全

長瀞狭長瀞狭

ヨシ帯ヨシ帯((城光寺橋付近城光寺橋付近))

トミヨトミヨ：危急種：危急種((県県))

河川の区分と自然環境

ウグイ、カジカ等の魚類
セキレイ、カワセミ、ウ
グイス

アユ、ウグイ、フナ、オ
イカワ、アオサギ、シラ
サギ、セキレイ、カモ類

トミヨ、マハゼ、モツゴ、カ
ワヨシノボリ、カワコザラガ
イ、オオバン、カワセミ、イ
シガメ、イソシギ、コチドリ、
ササゴイ、ミサゴ、チュウヒ、
ヨシガモ、ヒメガムシ、ヨコ
ヅナツチカメムシ

動 物 相

ミズナラ－イタヤカエデ
林、ブナ－ミズナラ林の
落葉広葉樹林

ネムノキ、ススキ、ヨモ
ギ、クズ、カラムシ、イ
タドリ、ヒメジョオン、
ハムジョオン

ウマノスズクサ、フジバカマ、
マンセンカラマツ、ヨシ、ミ
クリ、ナガエミクリ、タコノ
アシ、ショウブ、ノダイオウ、
サイカチ

植 物 相

約1/1001/800～1/400LEVEL～1/400勾 配

礫粗砂、礫シルト、砂～小石、中石河床材料

渓 流
中州・寄州が点在
瀬・淵が混在

汽水域、瀬･淵、中州、
ワンド、礫河原

特 性

山地・渓谷平地・段丘平 地地 形

刀利ダム～源流小矢部大堰～刀利ダム河口～小矢部大堰区 間

上流部中流部下流部区 分

能登半島国定公園能登半島国定公園

富山湾

下流部

上流部

中流部

長瀞峡

医王山県立自然公園医王山県立自然公園

五位庄頭首工

大門山

富山県

石
川
県

刀利ダム

小矢部大堰

流域図

倶利伽羅県定公園倶利伽羅県定公園

稲葉山･宮島峡県定公園稲葉山･宮島峡県定公園

ふくおか西山森林ふくおか西山森林
県定公園県定公園

八乙女山･閑乗寺県定公園八乙女山･閑乗寺県定公園

縄ヶ池･若杉縄ヶ池･若杉
自然環境保全地域自然環境保全地域

桜ヶ池県定公園桜ヶ池県定公園

宮島峡

宮島峡･甌穴宮島峡･甌穴((県指天県指天))

不動滝

【課題】
• 渓谷美の保全のため、景観、環境への配慮が必要

【課題】
• 陸域から水際までの生物の生息環
境が低水護岸により絶たれている区
間がある

• 段丘部においては、落差工があり、
生息環境の連続性の確保が必要

【現状】
• 水域にはカモ類が好む緩流水面が広がり、ヨシに囲まれた池も存在
• ワンドや淵にはトミヨ、マハゼ、モツゴやモクズガニなど底生動物が生息
• 水際ではミクリ、ナガエミクリなど沈水植物が生育し、水辺環境が多様
• 河川敷にはヤナギ林が広く発達し、水際部にはヨシが生育し、植生の連続
性がある。

• サイカチ、マンセンカラマツ等の富山県内では希少な植物が自生

６

(ワンド)

アオサギアオサギ

アユアユ

(段丘部)

(瀬)

落差工



水利用・水質・空間利用 小矢部川水系

■水利用は、農業、発電、上水及び工業に利用されているが、農業用水は約10,200haの耕地を潤し、富山県西部の穀倉地帯を支えている
■水質は、全観測地点で基準値を満足している状況にあり、今後も水質の維持・保全に努める
■高水敷を利用した自然的利用と公園等の施設利用があるがスポーツや水遊び等の利用よりも堤防での散策利用が非常に多い

• 古くから農業用水の取水が行われており、小矢部大堰等からの取水により約10,200ha
に農業用水を供給

• 庄川扇頂部からの取水により小矢部川右岸に広がる砺波平野の農地を潤し、その後、
小矢部川へ流下

• 刀利ダムを取水源とする小矢部川第一発電所をはじめ５箇所の発電所により最大約
25,000kWを発電

水利用

水質 ・全観測地点で環境基準を満たしているが、河口部では改善を図る必要がある
・多様な水生生物が生息し、良好な水環境を形成
・水生生物の保全や、地域の憩いの場を目指し、今後も良好な状況を維持していく

空間利用

小矢部大堰

刀利ダム

• スポーツ、水遊び、釣り等による利用があるが特に散策利用が多い

• 高水敷を利用した公園、緑地、運動場が整備されている
• 親水公園では、花菖蒲まつりやコイのつかみ取り大会、花火大会などの様々なイベント
が開催されている

 

１

２

１

３

１

２

３

４ 

５ ６ 

７

８

○ 公園 

 運動場 

 防災施設

４

５

６

伏木河川公園

米島河川公園

渡り河川公園

国条橋運動公園

国東橋運動広場
教養施設

三日市橋下流グラウンド

小矢部河川公園 小矢部川水辺の楽校

小矢部市
老人保養広場

ﾀｰｹﾞｯﾄ・ﾊﾞｰﾄﾞｺﾞﾙﾌ場

小矢部市大堰公園

日
本
海

おやべ花菖蒲祭りおやべ花菖蒲祭り

小矢部大堰
河川公園

ゲートボール利用状況ゲートボール利用状況

自転車散策状況自転車散策状況

利用形態別 利用場所別

2271.107合 計

41.304その他

31.601工業用水

10.770上水道用

532.500発電用水

934.932農業用水(許可)

件 数取水量[m3/s]使用目的

出典：平成18年度河川水辺の国勢調査河川空間利用実態調査

小矢部川　BOD75%値経年変化
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) 河口D

城光寺橋C

守山橋A

国条橋A

聖人橋A

津沢大橋A

Ｄ類型：8㎎/L

Ｃ類型：5㎎/L

Ａ類型：2㎎/L

リバーサイドフェスタリバーサイドフェスタ

５

運動場

公 園 小矢部川水辺の楽校小矢部川水辺の楽校６

４

７

小矢部川
水辺ﾌﾟﾗｻﾞ

土屋親水公園

その他

1.304m3/s

1.8%上水道用

0.77m3/s 1.1%

工業用水

1.601m3/s

 2.3%

農業用水(許可)

34.932m3/s

49.1%

発電用水

32.5m3/s

45.7%

庄庄
川川

小矢部川小矢部川

庄川扇頂部からの取水が
小矢部川へ流下
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流
量

(㎥
/
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正常流量
維持流量
魚類（水深）30㎝
魚類（流速）60㎝/s
景観
流水の清潔の保持
舟運

維持流量 6.5m3/s

維持流量 4.3m3/s

基準地点

津沢 5.3m3/s

区間Ａ（感潮区間） 区間Ｂ 区間Ｃ

Ａ区間(感潮区間)

Ｂ区間 Ｃ区間

流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定 小矢部川水系

正常流量の基準地点

基準地点は、以下の点を勘案して津沢地点とする

①水文資料が長期にわたり観測・整理されている地点

②農業用水、工業用水などの小矢部川における水利用の盛んな区間の上流

に位置し、流量の管理・監視が行いやすい地点

必要流量の検討

■津沢地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量は、かんがい期、非かんがい期で概ね６m3/s
■広域的かつ合理的な水利用の促進を図るなど、今後とも関係機関と連携して必要な流量の確保に努める

水利の歴史的経緯

・昭和14年に中部合口堰堤が完成し、取水量等を確認のうえ、昭和18年まで

に中部６用水系統が合口改良される

・五位庄用水は昭和27年に、下八ヶ佐加野用水は昭和33年度にそれぞれ、

頭首工、床固工が建設され、用水量が安定的に取水可能となる

・昭和40年刀利ダム(農水省)が完成、昭和41年小矢部川第一発電所が運用

し、農業利水の他に発電利水される

・土地改良区、農業利水受益者などの流域地元関係者らと取水量等の確認を

行い、合意を得たうえ、老朽化が著しく、河積がなく治水上支障となっていた

中部合口堰堤を昭和58年に小矢部大堰へ改築

・小矢部大堰では維持流量の設定はなく、農業用水の取水位を確保して余剰

分を下流に放流。そのうち魚道流量は0.84m3/s

正常流量の設定

※小矢部川の過去38年(昭和42年～平成16年)の津沢地点における
10年に1回程度の規模の渇水流量は約4.6m3/sである。

〔かんがい期（4/21～9/10）の場合〕

８

正常流量
(概ね6m3/s)

維持流量（4.3m3/s）
(27.3k地点の動植物からの必要流量)

流入量
(1.0m3/s)≒ ＋ －

水利流量
(0.0m3/s)

①動植物の生息地・生育地の状況
【渋江川合流点上流の瀬 27.3k】

魚類（サケ、サクラマス）の移動
及びウグイ産卵等のために必要な
流量を算定（必要流量4.3m3/s）

②流水の清潔の保持
【津沢大橋】

環境基準BOD(75%値)の2倍を
満足するために必要な流量を算
定（必要流量0.1m3/s)

渋
江
川
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分
橋

〔非かんがい期（9/11～4/20）の場合〕 正常流量
(概ね6m3/s)

維持流量（4.3m3/s）
(27.3k地点の動植物からの必要流量)

流入量
(1.0m3/s)

≒ ＋ －
水利流量
(0.0m3/s)
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正常流量

維持流量

魚類（水深）30㎝

魚類（流速）60㎝/s

景観

流水の清潔の保持

舟運

区間Ｂ 区間Ｃ区間Ａ（感潮区間）

維持流量 6.5m3/s

維持流量 4.3m3/s

基準地点

津沢 5.3m3/s

凡 例

魚類(水深)30㎝

景観

流水の清潔の保持

舟運

基準地点

魚類(流速)60㎝/s

①

②

①

②

②

①

クリティカル地点

クリティカル地点

27.3k

津沢大橋

新津沢大橋

平均水深30㎝

ご い し ょ う し も は っ か さ が の
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下流域：2.0k(S54調査)

下流域：2.0k(H12調査)

中流域：12.0k(S54調査)

中流域：12.0k(H12調査)

上流域：25.0k(S54調査)

上流域：25.0k(H12調査)

上流域：34.0k(S54調査)

上流域：34.0k(H12調査)

■改修や砂利採取を除けば、出水による河床変動は認められるものの、比較的安定している
■河床変動や各種データの収集等モニタリングに努め、適切な河道管理を行う

総合的な土砂管理

河床変動の経年変化

• 港湾区域のため、航路維持浚渫を定期的に実施している。
• 砂州の堆積や河道閉塞は発生しておらず、また横断形状の顕著
な変動は見られず、安定している。

河口部の経年変化

小矢部川水系

• 比較的大きな出水による河床変動が認められるほかは、改修や砂利採取に伴う変動
• 出水前後で砂州の位置の移動が確認できるが、低水路は平面・横断形状ともに安定傾向

河床材料 • 中･下流部については河床材料の変化はほとんど
見受けられない

• 23.2kに五位庄頭首工があるため、その上流は湛
水区間となり、土砂の細粒化が見られる

昭和22年(1947) 昭和47年(1974) 平成17年(2005)

伏木港伏木港 伏木港 伏木港

0.0k0.0k
0.0k0.0k 0.0k

0.0k 0.0k0.0k

９

津沢地区改修事業(S57～H5)に
よる河床掘削の影響

昭和58年9月洪水及び平成2年9月洪水による河床変動
デ
ー
タ
な
し

デ
ー
タ
な
し

砂利採取をH7～H10実施

平成10年9月洪水による河床変動

低水路拡幅工事の影響

五位庄頭首工付近の河床掘削
による影響

比較的安定傾向伏木港航路維持浚渫
に伴う河床高低下

津沢長江 石動

三日市頭首工 五位庄頭首工 小矢部大堰

津沢長江 石動

三日市頭首工 五位庄頭首工 小矢部大堰

津沢長江 石動

三日市頭首工 五位庄頭首工 小矢部大堰
堆積 洗掘

堆積 洗掘

堆積 洗掘

岸渡川合流点処理による
河道掘削の影響

平成10年(1998)

出水により出水により
砂州の消失・出現が繰り返される砂州の消失・出現が繰り返される

22.0k

河道の変遷(22k付近)

平成 3年(1991)
6.8k

HWL 5.98
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S50年代には堆積傾向にあったが、
その後は澪筋が安定

横断変化(6.8k)

22.0k


